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米川小学校

る
こ
と
」
三
つ
目
は
「
命
を
大

事
に
す
る
こ
と
」
と
話
が
あ
り

ま
し
た
。
昨
年
の
入
学
児
童
は

　
校
長
先
生
の
挨
拶
で
は
三
つ

の
約
束
を
守
っ
て
下
さ
い
と
話

が
あ
り
、
一
つ
目
は
「
元
気
よ

く
挨
拶
を
す
る
こ
と
」
二
つ
目

は
「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す

　
4
月
8
日
、
東
和
中
学
校

(

牛
渡
正
哉
校
長

)

で
入
学
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
身
小

学
校
別
で
は
米
川
小
学
校
が

名
、
米
谷
小
学
校
が
　
名
、
錦

織
小
学
校
が
4
名
、
そ
の
他
が

1
名
の
合
計
　
名

(

男
子
　
名

女
子
　
名

)

と
な
っ
て
お
り
、

新
入
生
は
真
新
し
い
制
服
に
身

を
包
み
、
や
や
緊
張
気
味
に
式

に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　
校
長
先
生
か
ら
は
「
自
分
の

考
え
を
し
っ
か
り
持
っ
て
も
ら

ら
い
た
い
」
「
互
い
に
尊
重
し

て
接
し
て
も
ら
い
た
い
」
「
夢

代
表
し
て
斑
目
瑠
亜
さ
ん
が

学
習
や
部
活
動
に
取
組
み
自

分
で
判
断
し
行
動
す
る
と
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

や
希
望
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

」
と
訓
辞
が
あ
り
、
新
入
生
を

　
４
月
８
日
、
米
川
小
学
校

(

佐
々
木
博
明
校
長

)

で
入
学
式

呼
の
際
に
は
元
気
一
杯
に
返
事

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

4
名
で
今
年
は
や
や
増
え
ま

し
た
が
、
少
な
く
て
大
事
な

小
学
生
を
地
域
で
暖
か
く
見

名
、
鱒
渕
6
名
の
合
計
　
名

(
男
子
9
名
、
女
子
6
名

)

で
点

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

の
新
一
年
生
は
地
域
別
に
、
町

区
2
名
、
綱
木
3
名
、
上
沢
4

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
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で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

ん
ば
る
地
域
づ

く
り
応
援
交
付

金
の
一
括
交
付

金
　
万
円
の
予

算
が
満
場
一
致

絵
手
紙
教
室

　
　
第
三
金
曜
日

午
後
一
時
三
十
分
～

三
時
三
十
分

米
川
地
域
振
興
会
通
常
総
会

収
支
決
算
が
承
認
に
な
っ
た

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

興
会
の
通
常
総
会
が
米
川
公

　
4
月
　
日
、
米
川
地
域
振

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

　
　
第
一
土
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
二
時

シ
ニ
ア
体
力
づ
く
り
教
室

　
　
第
四
月
曜
日

午
後
一
時
～
三
時

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
ダ
ン
ス
教
室

　
　
第
三
火
曜
日

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　
　
第
二
・
第
四
火
曜
日

午
前
九
時
三
十
分
～

十
二
時
三
十
分

用
し
た
事
務
員

の
増
員
と
、
が

平
成
　
年
度
の
事
業
報
告
と

後
、
今
年
度
か
ら
採
用
と
な

っ
た
集
落
支
援
員
制
度
を
利

通
学
路
の
階
段
が

　
　
改
修
さ
れ
ま
し
た

　
こ
の
程
米
川
一
区
の
旧
米

川
公
民
館
か
ら
若
草
園
と
旧

幼
稚
園
を
通
り
、
米
川
小
学

校
に
至
る
通
学
路
の
階
段
が

立
派
に
改
修
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
児
童
の
安
心
と

安
全
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

公
民
館
事
務
員
と
な
り
ま
し

米
川
公
民
館
の
新
事
務
員
を
紹
介
し
ま
す

様
、
こ
ん
に

　
米
川
の
皆

員
を
し
て
ま
し
た
。
毎
日
子

々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆

東
和
給
食
セ
ン
タ
ー
で
調
理

な
た
め
皆
様
に
は
失
礼
が
多

ま
す
。
ど
う
か
宜
し
く
お
願

が
あ
り
米
川
公
民
館
で
の
勤

※
締
切
が
迫

っ
て
い
ま
す

　
お
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い

平
成
二
十
七
年
度

米
川
公
民
館
各
種
講
座

　
　
受
講
生
募
集
中

支
援
員
・
事
務
員
を
目
指
し

戴
し
な
が
ら
、
親
し
ま
れ
る

様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
頂

1
日
よ
り
集

ち
は
。
5
月

供
た
ち
の
「
お
い
し
い
」
の

笑
顔
か
ら
活
力
を
い
た
だ
い

す
。
た
だ
、
ま
だ
ま
だ
不
慣

な
れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま

親
し
ま
れ
る
公
民
館
職
員
と

務
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に

い
い
た
し
ま
す
。　

米
川
地
区

の
皆
様
こ
ん

て
お
り
ま
し
た
。
今
回
、
縁

づ
く
り
活
動
の
支
援
を
行
い

落
支
援
員
兼

に
ち
は
。
4

錦
織
　
及
川
奈
奈
夫

米
川
　
小
野
寺
和
彦

務
し
て
お
り
ま
す
、
齋
藤
恵

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

米
川
　
及
川
豊
子

米
川
　
村
上
君
枝

米
川
　
及
川
ヤ
ヱ

錦
織
　
及
川
守
男

て
下
さ
い
。
仕
事
が
不
慣
れ

子
と
申
し
ま
す
。
前
職
は
、

風
船
の
滑
り
台
か
ら
空
に
舞
ふ

種
蒔
の
日
取
り
を
決
め
る
農
日
誌

背
で
眠
り
つ
つ
も
離
さ
ぬ
ゴ
ム
風
船

薬
箱
開
け
れ
ば
底
に
紙
風
船

北
上
川
の
川
原
の
畑
揚
雲
雀

語
り
か
け
願
い
も
込
め
て
種
を
蒔
く

 米川公民館 俳句教室
選者：俳句教室講師　藤野尚之　氏

４月の兼題　　種蒔、雲雀、風船

選
者
の
一
句

消
防
署
の
丸
き
ア
ン
テ
ナ
揚
雲
雀

俳
句
教
室

　
　
第
三
木
曜
日

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

カ
ラ
オ
ケ
教
室

　
　
第
三
水
曜
日

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

見
守
り
隊
の
巡
る
町
裏
夕
雲
雀

思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
宜
し

す
の
で
、
気
軽
に
声
を
か
け

ン
ト
や
行
事
に
も
参
加
し
ま

ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
イ
ベ

米
川
　
千
葉
サ
キ
コ

米
川
　
千
葉
勝
保

米
川
　
小
野
寺
好
道

公
民
館
に
勤

け
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
と

れ
な
た
め
、
ご
迷
惑
を
お
掛

た
、
及
川
浩
友
と
申
し
ま
す
。

域
の
特
色
を
生
か
し
た
地
域

集
落
支
援
員
の
活
動
は
、
地

月
か
ら
米
川

揚
雲
雀
小
昼
を
分
く
る
竹
の
箸

五
町
歩
の
種
蒔
終
え
て
酒
交
す

20 
26 

171 
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華足寺春季例大祭 （4月26日） 

華足寺（鱒淵馬頭観音）の春のお祭りがありました。 

大勢の地域住民がお祭りを支えているのを感じました。 

 

 

 

 

ｐ 

『森で過ごそう、私の週末』開催予定 （5月16日～17日） 

米川生産森林組合と協力して、里山の暮らしや林業を体験するイベントを企画しています。 

5月16～17日は山菜採り・山菜パーティーや植樹などを予定しています。 

木材生産としての林業は安い外材の増加等により、苦しい状況が続いていますが、里山・山林の

価値は近年見直されて来ているように思います。 

様々な里山の価値を参加者が感じ、共に考えられる会にしていきたいと思います。 

多くの人たちがそれぞれの立場で作りあげるお祭りの場に感銘を受けました。 

総代の方々やその他の

人たちによる献膳行列。 
住職や他の僧侶による護摩祈祷。 

振舞いの観音おこわと

豚汁を作る後援会の女

性陣。 

まかないの料理を用意

する地元の女性たち。 

いずれも絶品です。 

演芸舞台の舞台設置からプログラム進行まで行う華足寺後援会の人々。 

お参りに来たり、余

興を見に来る人々。 

出演者は芸達者な住民たち。 

年季の入った熟練者の歌や踊りから、小学生の股

旅物やマドロス物までありました。 

こんにちは。地域おこし協力隊の浦田紗智です。 

山桜と新緑が美しい季節が来ました。この季節の植物の成長は目覚しく、毎日景色

が変わるのに驚きます。山や川岸の新緑の色の美しさは東北等の地域特有だと思い

ます。皆さんが毎年春に見ている風景は皆さんにとっては当たり前かもしれないけ

ど、他地域の人から見ると新鮮な美しさがあると思います。 

鱒淵を盛り上げたいと東京や埼玉から駆けつ

けてくれた元RQボランティアの芸人たち。 

山菜やお酒、その他差し入れで彼らを歓待し

てくれる住民。 
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　 23 土
1 金 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ協会、GG愛好会(5/1～5/31) 24 日 黎明太鼓
2 土 25 月 登米市総合健診
3 日 26 火 登米市総合健診
4 月 27 水 登米市総合健診
5 火 28 木 登米市総合健診、あばせGG
6 水 29 金 登米市総合健診、あばせﾖｶﾞ、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ協会
7 木 あばせGG 30 土
8 金 つるし飾り愛好会、絵手紙愛好会、あばせﾖｶﾞ 31 日
9 土 春の山野草展
10 日 春の山野草展 1 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会、ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会
11 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会 2 火
12 火 ふれあいｻﾛﾝ、仲良しｷｯｽﾞｻｰｸﾙ、ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会 3 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ愛好会
13 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ愛好会、体協理事会 4 木
14 木 あばせGG 5 金
15 金 絵手紙教室開講式、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ協会 6 土
16 土 7 日
17 日 8 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会
18 月 ｼﾆｱ体力づくり教室開講式 9 火 ふれあいｻﾛﾝ、ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会
19 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室開講式 10 水 泉趣会
20 水 泉趣会、東和子育て支援ｾﾝﾀｰ、ｶﾗｵｹ教室開講式 11 木
21 木 あばせGG、俳句教室開講式 12 金 つるし飾り愛好会、絵手紙愛好会
22 金 JP労組南三陸支部、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ協会  ※公民館事業又は利用許可申請済の団体のみ記載

米川の世帯数と人口
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行政区 男

３区
２区

341168

世帯数
１区

303117

 第31回

214104110

              平成２７年３月末現在

127 257

336
156

130
117
133 281

161
女 計(人)

6月の予定

5月の予定

 主催　東和キリシタンの里まつり実行委員会
 場所   米川綱木公園・三経塚
 日時　平成27年6月7日(日) 　午前10時〜

 ＊イベント会場催し予定
    ・ふるさと交流演芸 ・ふるさと特産品販売 ・瑞樹窯展示販売 ・まんぷく田舎料理 ・魚のつかみ取り等

2,525
125
181
259

74
121 138

1,247 1,278

107
5768

112

４区 101
111
148

６区 89
79５区

175

228

147
173

計

111

71

１０区

７区

42
962

８区
９区 69

ところ    米川公民館ホール

主  催　 米川山野草愛好会

と   き    平成27年5月9日(土)〜10日(日)

よねかわ情報コーナー（催し物）

        編集後記 
 一年で最も過ごしやすい季節が到来し 

ました。 今年のゴールデンウィークは土曜 

日を入れて5連休という人も多いのでは 

ないでしょうか?  農作業に追われる方、 

行楽に出かける方等、屋外にいる時間が 

多くなりますが、実は紫外線はこの時期が一番強い

ということなので日焼けに弱い方はご注意ください。 

  
米川地域振興会ホームページ 
【宮城米川・里山だより】 
ＵＲＬ:ｈｔｔｐ://miyagi-Yonekawa.com/ 
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  午前９時３０分 


